
～平成29年度交付決定額： 6,038 千円 平成30年度申請額： 832 千円

 7 実施計画における目標と期待される効果 別紙①のとおり

 10 その他事業（自主財源、民間団体、他省庁等からの補助（支援）を予定している事業など）

 9 その他計画実施により想定される効果（定性的な効果を記載）

 12 担当部局

記録映像はＤＶＤ媒体に保存する。伝統芸能団体へ配布し、保存会内で繰り返し上映いただくことで、今ある形の
伝統芸能の維持や、次代へ継承するために活用できる。
また、ＤＶＤの貸し出しを行い、市内小中学校や図書館・博物館など文化施設などで行う上映など利用に供せるよ
うに貸与し、伝統芸能の周知や、地域の文化財を再認識することや価値観の高まりを企図している。

「歴史文化基本構想｝平成22年3月作成
「歴史的風致維持向上計画」（第2期）　平成30年3月26日認定

地方公共団体
担当部局課

高山市教育委員会事務局文化財課

 11 「歴史文化基本構想」の策定や「歴史的風致維持向上計画」の作成・認定に向けた計画の見込等

文化遺産総合活用推進事業　実施計画

岐阜県　高山市  2 補助事業の種類 1 都道府県・市区町村名

高山市が、本実施計画に係る全体の企画調整や、補助事業に係る指導等を行う。担当は教育委員会文化財課が行
う。
また、ふるさと伝承記録整備事業は次の団体が実施する。
　歴史的風致維持向上委員会  構成団体（高山市）、ふるさと伝承記録対象保存会

 3 実施計画の名称

 4 実施計画期間

 6 実施体制

 5 実施計画の概要

平成21年1月に文化庁、国土交通省、農林水産省より認定を受けている、高山市歴史的風致維持向上計画に基づき、
高山市全体での地域住民による文化財等の継承への取り組みを進めるとともに、有形無形の関連する文化財を地域
資源として一体的に保存活用を図りながら地域活性化や観光振興等に活かすことで歴史的風致の維持向上を図るた
め、次の事業を実施する。
　　① 祭礼復興事業…祭具や衣装の修理・復元（23・24年度）
　　② ふるさと伝承記録整備事業…伝承に必要な映像記録の制作（23～32年度予定）
　　③ 伝統文化子ども教室事業…伝統芸能の若手後継者育成（23～25年度）
平成30年度は②ふるさと伝承記録整備事業として、朝日町地域の「青屋獅子」と「西洞獅子」を対象とする。

地域文化遺産活性化

平成 23 年度 ～ 平成

ふるさと伝承記録整備事業
【計画の改善時期】
　　平成   年度

事業概要：

事業概要：

事業概要：

（2）実施事業の概要 別紙②のとおり

（1）補助金額 8 補助事業の概要

32 年度

様式１－１



50% 50%

年度

15 回 15 回 回 回 回 回

伝統芸能保存団体による上映（10回）、文教施設等への貸出し（5回）

進捗状況１： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33

設定根拠１：

7 実施計画における目標と期待される効果　別紙

目標区分１： 伝統文化の継承体制の維持・確立

評価指標区分１： その他 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標１：
記録映像（ＤＶＤ）の貸出し（10回）、文化施設等へ
の貸出し（5回）

関連事業: ②

目標値１： ⇒【現状値】 平成 23 年度 【目標値】0 回 平成 32 年度 30 回

様式１－１別紙①



32 年度 30 回

32 年度 平成 33 年度30 年度 平成 31 年度 平成

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 28 年度 平成 29 年度 平成

⇒

回

50% 50%

回 回 回15 回 15 回

 8（2）実施事業の概要　別紙

事業①： ふるさと伝承記録整備事業 実施団体： 歴史的風致維持向上委員会

評価指標区分： ・記録映像の貸し出し（又は利用）回数等 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標： 伝統芸能保存団体による上映（10回）、文教施設等への貸出し（5回）

目標値：

～ 平成 32 年度

事業概要：
民俗芸能等の伝承に必要な記録映像を作成し、伝統芸能保存団体や文教施設などへの配布・貸
与を行う。記録の整備により、文化財等の継承の取り組みを推進し、後継者育成を図る。広域
な市の地域の様々な伝統芸能を市内全域に広く知ってもらう。

事業区分： 記録作成 事業期間： 平成 23 年度

【現状値】 平成 23 年度 0 回 【目標値】 平成

様式１－１別紙②


